





































































行われた「SEISA オリンピックス 2020 クリエイティブ部門」など新しい動画が加わり続け
ている。そうした星槎国際高校のテーマと活動の多彩さもさることながら、動画の作り手で
ある先生たち自身が楽しみ、協力し合い、わかりやすく伝えようとする意気込みが画面から
伝わる。技術的にも、先生たちも YouTuber世代なのだなと感じさせる、エンタテイメント
性とわかりやすさに満ちた作りが多い。
3．編集・チェック過程を経た大学発の配信
星槎大学・大学院の提供動画はこれまでに 80本余りが公開されている。大学からのコン
テンツ提供の主旨は、「星槎大学×星槎の中高　星槎が目指す、シームレスな学びの形。全
国の子どもたちに、全国の学校の先生方に、星槎大学が今できることを。」である。多くは
シリーズもので、テーマとしては 11ほど。高大連携授業に関する動画もあるが、ほとんど
はコンテンツを提供する大学教員が自らの専門分野に拠りつつコロナ禍で子どもたちや大人
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たちに伝えたいことを、噛み砕き、言葉と映像で構成した内容となっている。公衆衛生学、
SDGs、持続可能社会、共生の知、造形ワークショップ、教育学の実践などのほか、スポー
ツ分野での心身の整え方や自宅でできる空手講座、アクティブラーニングなど、充実したコ
ンテンツの数々である。「野生生物と人類を考える講座」シリーズ（西原智昭特任教授）は
最終的に 50回近くにわたる予定という。いずれのシリーズも、新型コロナ感染拡大期ゆえ
の切り口の解説が盛り込まれており、一般の視聴者にも届きやすいメッセージ性をもってい
る。
星槎大学の SEISAまなびチャンネルへの参加は、「とりあえずやってみよう」のかけ声の
もとボランティアベースで始まった。ただし、不特定多数の人々に動画配信するという初め
ての試みに際しては、注意深さも求められる。そこで、学長、担当副学長、事務局、各部局
の教務委員長、高大連携委員長で構成するエディトリアルボードと、配信前に技術的視点や
メディアの見せ方などの点からチェックするアドバイザリーボードが編成され、寄せられた
動画 1編ごとに編集・チェックを行う過程を経ることになった。場合によっては、動画提供
者に差し戻して修正してもらう、あるいは掲載を再考してもらうこともある。著作権に関し
ては、2020年度は教育目的であれば著作権者に対する許諾が不要となったが、クレジット
の明記といった約束ごと以外にも、その内容や質において細心の注意を払うべきことは従来
と変わらない。
YouTube上とはいえ、星槎グループとして初めてオンライン上にメディアをもったことに
なる。新型コロナウィルス感染症拡大がきっかけとなった SEISAまなびチャンネルの試み。
星槎の社会貢献のツール育ての第一歩にできるかどうかは、まだわからない。
